





A Study on information preservation and information inheritance 
































































































 図 1 は東京府庁舎の写真である。1894 年（明治 27 年）に麹町区有楽町二丁目一番
地にフランス近世ルネッサンス様式二階建て煉瓦造建築として妻木頼黄の設計で建て
















































































竣工年：1914 年（大正 3 年） 
解体年：－年（－年） 
復元年：1947 年（昭和 22 年） 
復原年：2012 年（平成 24 年） 


























図 3.東京駅丸の内駅舎（竣工当時）  図 4.東京駅丸の内駅舎（戦後復興後） 
 
図 5.東京駅丸の内駅舎（復原後） 
 図 3 は、竣工当時の状態で、図 4 は、戦後復興時の状態、図 5 は、近年行われた復
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図 6.東京駅丸の内駅舎ドーム内（竣工当時） 図 7. 東京駅丸の内駅舎ドーム内（現在） 








     






図 10. 乗車券売り場（現在）     図 11.東京駅丸の内駅舎内施設（竣工当時） 














図 10. 乗車券売り場（現在）     図 11.東京駅丸の内駅舎内施設（竣工当時） 


















竣工年：1894 年（明治 27 年） 
解体年：1968 年（昭和 43 年） 
復原年：2009 年（平成 21 年） 



















全体の景観を再現するためには、CG（Computer Graphics）や VR（Virtual Reality）














全体の景観を再現するためには、CG（Computer Graphics）や VR（Virtual Reality）






 図 15 は、昭和初期の丸の内を写した写真である。1922 年（大正 11 年）竣工の三


















正式名称：三菱二号館／三菱 2 号館、三菱第 2 号館、第 2 号館 
設計者：ジョサイア・コンドル 
所在地：東京都千代田区丸の内 
竣工年：1895 年（明治 28 年） 
解体年：1930 年（昭和 5 年） 
復原年：－年（－年） 




解体理由：1934 年（昭和 9 年）明治生命館建設のため 
保存理由：－ 
 










正式名称：三菱二号館／三菱 2 号館、三菱第 2 号館、第 2 号館 
設計者：ジョサイア・コンドル 
所在地：東京都千代田区丸の内 
竣工年：1895 年（明治 28 年） 
解体年：1930 年（昭和 5 年） 
復原年：－年（－年） 




解体理由：1934 年（昭和 9 年）明治生命館建設のため 
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図 17.三菱二号館と東京商工会議所   図 18.三菱二号館門柱（博物館明治村所蔵） 



















竣工年：1931 年（昭和 6 年） 
解体年：2008 年（平成 20 年） 
復原年：2012 年（平成 24 年） 
建築概要：地上 5 階・地下 1 階・塔屋 3 階建て／地上 38 階・地下 4 階・塔
屋 3 階建て 
























竣工年：1931 年（昭和 6 年） 
解体年：2008 年（平成 20 年） 
復原年：2012 年（平成 24 年） 
建築概要：地上 5 階・地下 1 階・塔屋 3 階建て／地上 38 階・地下 4 階・塔
屋 3 階建て 





































竣工年：1923 年（大正 12 年） 
解体年：1999 年（平成 11 年） 
復原年：2002 年（平成 14 年）（再開発） 
建築概要：地上 8 階（一部 9 階）・地下 1 階建て／地上 37 階・地下 4 階・塔

























竣工年：1923 年（大正 12 年） 
解体年：1999 年（平成 11 年） 
復原年：2002 年（平成 14 年）（再開発） 
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竣工年：1916 年（大正 5 年） 
解体年：1990 年（平成 2 年） 
復原年：1993 年（平成 5 年） 
解体年：2016 年（平成 28 年） 

























竣工年：1916 年（大正 5 年） 
解体年：1990 年（平成 2 年） 
復原年：1993 年（平成 5 年） 
解体年：2016 年（平成 28 年） 




































竣工年：1920 年（大正 9 年） 
解体年：2000 年（平成 12 年） 
復原年：2003 年（平成 15 年） 






















竣工年：1920 年（大正 9 年） 
解体年：2000 年（平成 12 年） 
復原年：2003 年（平成 15 年） 
































竣工年：1911 年（明治 44 年）、増築 1918 年（大正 7 年） 




























竣工年：1911 年（明治 44 年）、増築 1918 年（大正 7 年） 



























竣工年：1872 年（明治 5 年） 
解体年：1923 年（大正 12 年） 
復原年：2003 年（平成 15 年） 
建築概要：地上 2 階 






































竣工年：1926 年（大正 15 年） 
解体年：2006 年（平成 18 年） 




























竣工年：1880 年（明治 13 年） 
解体年：1995 年（平成 7 年） 



























竣工年：1880 年（明治 13 年） 
解体年：1995 年（平成 7 年） 

























竣工年：1903 年（明治 36 年） 
解体年：1950 年（昭和 25 年）、1989 年（平成元年） 
復原年：2017 年（平成 29 年） 






























































竣工年：1901 年（明治 34 年） 









 図 35 は天津日本租界旭町の当時の写真である。右側の「加藤洋行」の建造物が特
徴的なストリートであり、旧日本租界のメインストリートとなっていた。現在も天津
のメインストリートになっており、図 36 に示した和平路として再開発されている。
図 36 は、図 35 と同じ場所から撮影したもので、「加藤洋行」は解体されていたが、
奥にある塔屋が象徴的な百貨店は当時のまま残されていた。当時と比較すると、高層
建築が増加しているため、小規模建築物に見えるが、当時としては、高層建築の一つ























































多く、図 43、図 44、図 45 に示したように、租界地があったという根拠を示す標柱が
残るのみである場所も多かった。 
  













多く、図 43、図 44、図 45 に示したように、租界地があったという根拠を示す標柱が
残るのみである場所も多かった。 
  



















図 47.スターバックスコーヒー外観   図 48.スターバックスコーヒー内観 



























図 51.吉野町建造物（竣工当時）     図 52.吉野町建造物（竣工当時） 
 
図 53.長江路建造物（再現後） 
 一方で、当時と同じ街区を調査してみると、図 53 や図 55 に示したように再開発が
行われており、1～2 階部分に当時のファサードを想起させるような外壁が貼り合わさ
れている状況であった。図 51 の左側奥に見える建造物は、図 52 の左側の建造物と同
一のものであるが、同一街区に再現された建造物は、図 53 に示したものになってい
た。外観は似せて再現されていたが、似ていれば良いといったレベルであるため、誤


































り、周辺街区を併せて 360°自由な方向から観察できる CG によって保存する必要があ
る。これまでは、建造物一棟の CG データ化に留まっていたが、都市の街区全体や景
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